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（学位論文審査の結果の要旨) 

近年社会問題化している高齢者の自動車運転事故への対策として、免許更新時に認知機能検査が行われてい

るが、認知機能をより直接的に反映する運転技能評価の開発が望まれている。 

岩波潤は高齢者の模擬運転特性を検討するために、自動車運転認知行動評価装置を用いて本研究を行った。

高齢者と若年者両群の被験者に住宅地走行映像（5分）を提示し、映像に合わせてハンドル、アクセル、ブレー

キを操作させ、これらの応答と、被験者が危険を認知または予測した際に生じる手掌部発汗反応（Palmar 

sweating response；PSR）ならびに皮膚電位反射（Skin potential reflex；SPR）を同時記録した。両群のブ

レーキ操作の有無をχ2検定で比較し、PSR の反応量、ブレーキの応答潜時、SPR の応答潜時を Student’s t 

test で比較した。またブレーキ操作と関連する要因を調べるために、ブレーキ操作の有無を目的変数、年齢、

性別、PSR を説明変数とする多重ロジスティクス回帰分析を行った。 

その結果、岩波潤は以下の結論を得た。 

１．危険予測場面では若年者の全例がブレーキを操作していたが、高齢者群では46.5％がブレーキを操作して

おらず有意差を認めた。危険場面では高齢者群、若年者群ともに全例がブレーキを操作していた。 

２．PSR は危険予測場面、危険場面ともに高齢者の PSR が有意に大きかった。 

３．高齢者群のうち、危険予測場面におけるブレーキ操作群の PSR は、非操作群より有意に大きかった。 

４．危険予測場面のブレーキ操作に関連する要因として PSR 量が抽出された。 

５．ブレーキの応答潜時は、危険予測場面、危険場面ともに若年者群が有意に短かった。 

６．ブレーキの応答潜時は、高齢者群、若年者群ともに危険場面で有意に短かった。 

７．SPR の応答潜時は、危険予測場面では高齢者群が有意に短かった。危険場面では有意差は認めなかった。 

８．SPR の反応潜時は高齢者群、若年者群ともに危険場面で有意に短かった。 

これらの結果より、模擬運転テストにおける高齢者の危険予測能力の評価には、ブレーキ操作に加えて PSR

の測定が有効であることが明らかとなった。本研究は、参加者の年齢、性別、および運転経験が模擬運転テス

トのパフォーマンスに及ぼす影響をさらに詳細に検討する必要性を示しており、より精緻な運転技能評価法の

開発に寄与すると共に、高齢者における運転技能低下の病態メカニズム解明にも貢献することが期待される。

したがって、主査，副査は一致して本論文を学位論文として価値があるものと認めた。 

 
 


